
唾液採取から生活習慣病予防情報が得られるデータ蓄積システムの構築

生活習慣病予見のための幸福度パラメータ群の特定

採択年度：2021年度

技術シーズの概要

ビジネスモデル（申請時）

課題名

病気ではないが、すでに病気が始まっている所謂未病状態を唾液採取から診断するサービスの事
業化を目指す。幸福度診断という入口で、健康診断を受診しない層も含め広く訴求し、健康関連事業
の付加価値サービスとして位置付ける。

・アンケート調査で幸福度調査をし、唾液から得られる代謝産物情報から、
幸福度と関連する代謝物パラメーター群や口腔内細菌叢を特定する。
・人のデータは、心の状態により左右される。将来の生活習慣病が予見でき
るツールの予見精度をあげるため、幸福度を尺度に入れた解析を行う。
・唾液から幸福度計測を行う事により、健康長寿社会を口の健康から導く。

SCORE大学推進型 拠点都市環境整備型 （2021年11月時点）

研究代表者：東京医科歯科大学 医歯学総合研究科 教授 青木 和広

活動計画（申請時）

1）新規の幸福度計測パラメータ群の特定 2）幸福度と癌リスク、幸
福度と口腔内細菌叢との相関 3）口腔内細菌叢と癌リスクとの関
連（幸福度を加味することにより見えてくる関係性）。以上の3点を明
らかにすべく、ウイルス不活化処理をして常温輸送した口すすぎ液
は、口腔内細菌叢解析に、不活化せず、すぐに冷凍したものを輸送
したものから代謝産物網羅解析と癌リスク解析をおこなう。将来想
定する、未病診断サービスを、唾液採取から結果通知に至るまでシ
ームレスに行えるシステムの準備とマーケティングを合わせて行う。
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